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1．はじめに 

近年，日本は少子化が進んでいる．2019 年度の出生数は 86 万 5,239 人で，合計特殊出生

率は 1.36 である 1）．少子化ではあるが，保育所等を利用する児童の数は 2020 年 4 月時点で

274 万人となっており，前年より 5 万 8 千人増加している 2）．1，2 歳児では，2012 年は保

育所等の利用率が 33.0%であったのが，2020 年には保育所等利用率が 50.4%と大幅に利用

が伸びている．2020 年の待機児童数に関しても 3 歳未満児が全体の 87.1%を占めており，

そのうち，特に 1，2 歳児が 77.2%であり，3 歳未満児の保育の需要が高まっていることが

わかる 2）． 
 
2．目的 

このような社会状況を背景として，平成 29 年 3 月に告示され，平成 30 年 4 月より適用

された保育所保育指針 3）では，乳児注 1）・1 歳以上 3 歳未満児の保育に関する記述の充実が

記されている．3 歳未満児の保育意義を改定前の保育所保育指針より明確化し，その内容

について一層の充実を図ったものとなっている．発達過程の最も初期に当たる乳児期には，

「養護の側面が特に重要」3）であることから，生活や遊びが充実することを通じて子ども

たちの身体的・社会的・精神的発達の基盤を培うという考え方に基づき，ねらい及び内容

を「身体的発達に関する視点『健やかに伸び伸びと育つ』，社会的発達に関する視点『身

近な人と気持ちが通じ合う』及び精神的発達に関する視点『身近なものと関わり感性が育

つ』」4）としている．1 歳以上 3 歳未満児の時期においては，短期間のうちに著しい発達が

見られることや発達の個人差が大きいことを踏まえ，一人一人の子どもに応じた発達の援

助が適時，適切に行われることが求められることから，保育のねらい及び内容を子どもの

発達の側面からまとめて編成した「健康・人間関係・環境・言葉・表現」の 5 領域が新た

に設けられた． 
2017 年には保育士養成課程等検討会では保育士養成課程の見直しがされ，保育を取り巻

く社会情勢の変化を踏まえた，より実践力のある保育士の養成に向けて，教科目の名称や

教授内容等について検討が行われた．その中に乳児保育の充実が挙げられた． 
 

 乳児保育に関する内容を充実し、教育効果を高めるためには、演習科目に加えて、講義

科目を新設し、該当保育に関する理念や現状、保育の体制など、必要となる基礎的事項に

ついて理解を深めた上で、具体的な保育の方法や環境構成等を学び、より円滑に保育の実

践力の習得につなげていくことが必要である 5）。 
 
とあり，従来の「乳児保育（演習 2 単位）」から，「乳児保育 I（講義 2 単位）」「乳児保育 II
（演習 1 単位）」となり，内容を充実することとなった．これらの乳児保育を取り巻く動き 
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表 1 「乳児を保育する上で必要だと感じる知識や技術」調査記述内容のグルーピング 

小グループ 中グループ 大グループ 

・怪我をした時の対応（20）  
・熱を出した時の対応（18） 
・乳児の病気への知識（10） 
・アレルギーに関する知識 
（食物アレルギー以外）（7） 
・乳幼児突然死症候群について（2）  
・AED の使い方（1） 

乳児の命を守るために必

要な知識を身につけたい 
①  

乳児が安全

に生活する

ための学び 

・安全な保育室の環境についての知識（22） 
・乳児が安全に遊べるおもちゃについて（10） 
・安心できる場の設定をどうするか（5） 

乳児が安心・安全に生活

できるための知識を身に

つけたい 

・離乳食の知識（5）  
・除去食に関する知識（4） 
・調乳の仕方（3） 

食に関する知識をもっと

学ばなければいけない 
② 

乳児の衣・

食に関する

学び 

・おむつをスムーズに替える力（21） 
・乳児が食べやすい食事の援助（15） 
・泣いているときの対応方法（12） 
・時間をかけずに着替えをする方法（8） 
・上手なミルクの飲ませ方（8） 

乳児にとって快適な支援

の仕方について学びたい 

・歯磨きの援助の方法（4） 
・乳児の手を上手に洗う方法（2） 
・清潔な保育室を準備する力（1） 

年齢が低いと衛生面に気

を付けなければいけない 

③ 

衛生面に関

する学び 

・乳児が伝えたいことをくみ取る力（10） 
・一人一人に合った関わりができる力（8） 
・愛着関係を築く力（7）  
・乳児の思いに寄り添う力（6） 
・乳児を惹きつける力（5）  
・信頼関係を築く力（4） 
・乳児の思いを代弁する力（2）  
・乳児に共感する力（2） 

自分の言葉で伝えられな

い乳児たちの思いにこた

える力を身につけたい 

④ 

保育を行う

上での保育

技術力 

・年齢に合った遊びを知る（10） 
・年齢に合った手遊びに知識（7） 
・年齢に合った絵本の知識（6）  
・一対一での遊び（2） 
・わらべ歌（2） 
・触れ合い遊び（1）  

保育（遊び）の知識を向上

させたい 

・ピアノの技術（8） 
・歌をうたう技術（4） 
・壁面をつくる技術（2） 

保育の技術を向上させた

い 

・連絡帳を書く力（11） 
・記録を書く力（8） 
・カリキュラムを考える力（1）  
・行事を考える力（1） 

書類を適切に作成する力

を身につけたい 

・保護者に乳児のことを伝える伝達力（12） 
・保護者との信頼関係を築く力（7） 
・保護者と情報共有できるような力（4） 

保護者との連携が密になる

ので保護者との良い関係を

築ける力を身につけたい ⑤ 

人間関係を

築く力 

・保育者同士で情報共有する力（4） 
・保育者同士で助け合える力（2） 
・報告・連絡・相談がスムーズにできるよう

な技術（2） 

複数で担任をする上で協力

したり協調しあったりする

力は必要である 
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からも学生の乳児に対する学びがより一層必要であることがわかる． 
しかし，生活の中で乳児注 2）との関わりが少ない学生は，乳児との関わりに不安を感じ

ている者も多い．そのため，学生が乳児を保育する上で何が重要だと感じているのかを明

らかにすることで，授業を通して，学生が重要と感じる乳児への知識や技術を重点的に教

授することが，学生の乳児との関わりに対する不安感の軽減につながるのではないかと考

えた．本稿では，学生が乳児に関わる上で必要であると感じる知識や技術について，アン

ケート調査を実施し，その結果から，今後の授業展開方法を検討した． 

 

3．調査方法 
本学地域こども学科 2019 年度 1 年生 66 名の後期授業「乳児保育 II（演習 1 単位）」を受

講している学生に対し 2020 年 1 月注 3）に，質問紙を配布した．設問は，乳児を保育する上

で必要だと感じる知識や技術について，の 1 点のみで自由記述解答である． 
調査対象に授業内で，記述内容を公開する場合があること，公開する場合は匿名を遵守

する旨を説明した．また，記述で得られた結果は本研究の目的以外では使用しないこと，

成績には関係しないことを口頭で説明した． 
66 名の学生の「乳児を保育する上で必要だと感じる知識や技術」についての自由記述回

答を調査者である筆者がラベル化した．一人の回答者が複数の内容を回答しているため，

回答数分のラベルに分けた．「乳児を保育する上で必要だと感じる知識や技術」の質問に

対し，330 件注 4）の回答を得た．その中から 316 件の記述を有用性のある記述としてピック

アップし分析対象とした．しかし，学生の記述には誤字や脱字，主語が抜けている，助詞

の不自然な使用の仕方があったため，グルーピングしやすいように手直しを行った． 
データは，川喜田 6）の手順に基づいてKJ法を用いた．ラベル作り，グループ編成をし，

それを図解化してグループ間の関係性を明らかにし文章化していくという手順で行った．

316 枚のラベルを共通性のあるラベルのグルーピングを行い，グループを編成した．小さ

なグループから作成し，次に小グループ同士をグルーピングし，中グループを作成した．

最終的には大グループに集約し，結果を表 1 にまとめた．次にこれらのグループを図解化

（図 1）し，それを文章化し解釈を行った． 

図１「乳児を保育する上で必要だと感じる知識や技術」調査学生による記述内容の図解 

 （中・大グループのみの表記） 

３,衛生面に関する学び 

年齢が低いので衛生面に気を付けなけれ

ばいけない 

２,乳児の衣・食に関する学び 

 

乳児にとって快適と感じる支援
の仕方を学びたい 

食に関する学びが必要である 

５,人間関係を築く力 

保護者と良い関係を

築ける力を身につけ
たい 

複数で担任する上で協
力したり協調したりす
る力は必要である 

４,保育を行う上での保育技術力 

自分の言葉で伝えられない乳児の思いに
応える力を身につけたい 

遊びに関する知識を向上させたい 

実技力の向上が必要である 

書類を適切に作成する力を身につけたい 

１,乳児が安全に生活するための学び 

乳児の命を守るために必要な知識を
身につけたい 

乳児が安全に生活できるための知識を

身につけたい 
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4． 結果 

4-1 図解の文章化 

乳児を保育する上で，乳児が安全に生活するための学びは基本となる．乳児は言葉で自

分の思いを十分に伝えられないため，乳児が快適に安全に生活できるような環境を整えて，

安心感を与えられるような関わりができるような知識を身に着けることが重要である．ま

た，知識だけでなく，乳児への食事の援助や排泄，着替えの援助，衛生面に関する指導な

どの技術面も，快適に生活する上で必要といえる．乳児の担当は複数の担任で構成されて

いるため，担当同士で協力しあいながら乳児に関わることで乳児の安全な生活にも繋がっ

ていく．また，保護者と連携することで乳児の情報交換ができ，健康面での配慮ができた

り,成長への支援を共有できたりする．それは乳児の安全に生活するということにも繋がっ

ていく．保育をする技術に関しても，乳児の健やかな成長につながるような関わりや遊び

を行えるような技術向上は常に必要といえる．保育者注 5）との関わりや遊びは乳児の内面

を磨いていくことになるので，乳児の生活には欠かせない保育者の知識・技術といえる． 
4-2 グルーピング結果 
「乳児保育 I・II」の授業ともに，シラバスを「保育士養成課程を構成する各教科目の目

標及び教授内容について」7）に沿って作成しており，授業を展開している．大グループの

①乳児が安全に生活するための学び，②乳児の衣・食に関する学び，③衛生面に関する学

び，④保育を行う上での保育技術力，⑤人間関係を築く力，はすべて「乳児保育 I」ないし，

「乳児保育 II」の授業内で触れており，学生が授業において学んだ事柄より「乳児を保育

する上で必要だと感じる知識や技術」について記述したと考えられる． 

4-3 記述が多かった項目 

中グループ「乳児の命を守るために必要な知識を身につけたい」カテゴリーの小グルー

プで挙がっている，「怪我をした時の対応（20）」，「熱を出した時の対応（18）」，の記述は

多く，「怪我をした時の対応」の 20 件の記述のうち，「乳児の怪我は大人が気付かなければ

乳児は伝えられないのですぐに対応する力が必要」というものが 7 件あった．年齢が低い

からこそ特に気を付けたいと多くの学生が考えているようである．「乳児が安心・安全に

生活できるための知識を身につけたい」カテゴリーの小グループ内の，「安全な保育室の

環境についての知識（22）」や，「乳児が安全に遊べるおもちゃについて（10）」，の記述も

多く，特に，「安全な保育室の環境についての知識」では，22 件の記述の中に，「乳児は危

ないことを言葉で伝えてもわからないことがあるので，できる限り安全な保育室にする必

要がある」という内容記述が 8 件あり，乳児が生活する保育室には危険要因を避けておく

ことが必要であるということを学生が理解していることがわかる．「乳児にとって快適な

支援の仕方について学びたい」カテゴリーの小グループの内容では，「おむつをスムーズ

に替える力（21）」や，「乳児が食べやすい食事の援助（15）」，「泣いているときの対応法

（12）」，が多かったが，これは授業では乳児の人形を使っての演習に留まっており，実際

の乳児に関わっての体験活動ができないので，実際の乳児に触れたときのことを想定して

必要に感じた内容であることがわかる．「自分の言葉で伝えられない乳児の思いに応える

力を身につけたい」カテゴリーの小グループでは，「乳児が伝えたいことをくみ取る力

（10）」，を答えた学生が多く，自分で思いを伝えられない乳児への気持ちを読み取って，

それを代弁することで乳児に安心して過ごしてほしい，と学生が感じ取ったことがわかる．

「書類を適切に作成する力を身につけたい」カテゴリー内では，「連絡帳を書く力（11）」，
の記述が多かった．11 件の記述内に「文章力がないので連絡帳をしっかり書けるようにな

りたい」という記述が 5 件あり，保護者に乳児のことが伝わる文章を書きたいと考えてい

ることがわかる．「保護者との連携が密になるので保護者との良い関係を築ける力を身に

つけたい」カテゴリーでは，小グループ内にある，「保護者に乳児のことを伝える伝達力

（12）」，が多く，12 件の記述内には「保護者とうまく話せる自信がないが，乳児のことが

保護者に伝わらなかったら困るので，伝える力が必要だ」という記述が 7 件あり，保護者

との会話には自信がないものの，乳児の思いを代弁し伝えることは保育者の役割だと認識
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していることがわかる． 
4-4 記述の少なかった項目 

中グループ「食に関する知識をもっと学ばなければいけない」カテゴリーの小グループ

にある，「離乳食の知識（5）」，「除去食に関する知識（4）」，「調乳の仕方（3）」，に関する

記述は少数である．乳児保育内の授業では副次的な学びであるため，すぐに必要な知識や

技術であると思い至らなかったようである．「年齢が低いと衛生面に気を付けなければい

けない」カテゴリーの小グループの記述である，「歯磨きの援助の方法（4）」，「乳児の手

を上手に洗う方法（2）」，については，授業内で体験していない内容であるが，乳児の衛

生上必要な技術であると感じたようで，乳児の生活を想像し必要な力を考え出したことが

わかる．「保育の技術を向上させたい」カテゴリーの小グループ内の記述，「ピアノの技術

（8）」，「歌をうたう技術（4）」，「壁面を作る技術（2）」に関しては，「乳児保育 I・II」の

授業内では行わない内容であり，また，乳児に限らず，どの年齢に対しても必要な技術で

あるが，乳児の保育においても重要であると考えたようである．「複数で担任をする上で

協力したり協調しあったりする力は必要である」カテゴリー内の小グループの記述，「保

育者同士で情報共有する力（4）」，「保育者同士で助け合える力（2）」，「報告・連絡・相談

がスムーズにできるような技術（2）」，に関しては，授業内でも職員間の連携や協働につ

いて教授しているが，記述は少なかった． 
 

5．考察 
学生の「乳児を保育する上で必要だと感じる知識や技術」の記述では，①乳児が安全に

生活するための学び，に対する記述が多かった．保育現場は乳児の命を守る場所であると

いうことを認識していることが伺える．乳児を保育する現場は生活の場であるため，養護

面（生命の保持，情緒の安定）が重要であることから，乳児が安全に生活するための学び

は重要である．自分では，危ないことをしない，や，体調が悪くなったらすぐに伝える，

などができない乳児の生活を守ることの大切さに気付いている学生が多いことが明らかと

なった．②の乳児の衣・食に関する学び，についても学生の記述は多い．食べることや衣

服を調整することも難しい年齢では，それをスムーズに行う保育者がいることで乳児の情

緒の安定が図られるが，これらに適切に対応する保育者の役割の重要性を感じているよう

である．③衛生面に関する学び，では，記述内容が少ないものの，乳児と関わる際には衛

生面に気を配ろうと考えていることがわかる．実際に行ったことのない内容であるからこ

そ，もっと知識や技術を身につけて，実践するときには適切に関わりたいという学生の思

いが感じられる．④保育を行う上での保育技術力，では身につけたい知識や技術は幅広い

ことがわかる．学生自身が苦手と考えている内容や，知識不足と感じている内容を記述し

ているようである．⑤人間関係を築く力，では，保護者との関係を気にかけている学生が

多く，保育所保育指針にもある，保護者との相互理解 8)にある，日常の保育に関連した

様々な機会を活用し子どもの日々の様子の伝達や収集，保育所保育の衣との説明などを通

じて，保護者との相互理解を図るように努める，ことを重要と考えていることがわかる．

保護者との連携に関しては目を向ける学生が多い一方，保育者同士での連携の記述は少数

であり，記述が少ないという現状を見ると，学生の中で，乳児の保育の中では重要度が低

いと感じているようである．すべての項目において授業で教授しているが，学生の中で重

要と感じるもの，身につけなければいけないものが明らかとなり，また学生があまり意識

を向けていない知識や技術についても明らかとなった． 

学生の記述が多かった知識や技術に関する内容は言うまでもなく重点的に教授していか

なければならないが，記述が少なかった内容に関しても，授業内では伝わらなかった可能

性も考え，今後，重点的に教授する必要があると考える． 
 

6．おわりに 

今後，乳児保育の重要性が増す中で，乳児と関わった経験の少ない学生にとって，乳児の
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生活をイメージし，乳児に必要な援助を理解することは必要である．学生が乳児を育てる

上で重要だと感じていることを明らかにすることで，今後，学生が身につけていかなけれ

ばならない知識や技術を明確にすることができた． 

保育現場は命を守る職場であるということから，乳児が安全に過ごせるための環境設定

や，安全対策，怪我への対応，病気への知識が必要である．また，乳児は自分で自分のこ

とをすることが難しい年齢であることから，保育者の関わりがいかに大事かという保育者

の役割をしっかり学ぶことが重要である．保育は一人で行うものではないため，保護者と

の連携，保育者同士の連携は欠かせない．保育者と保護者が，子どもの成長，子どもの安

全な生活といった目的を共有することで，密に連携し，協力的な関係を築き上げていくこ

とが求められている．また，保育者同士の連携においては，日々の保育の中で乳児の姿を

継続的に対話することが，学び合い，高め合うことだと考えられる．そういったことから，

保育を行う上で保育技術の向上を図ることや人間関係を築くためには，日頃から言葉づか

いに気を付け，教員や学生同士コミュニケーションをとることが学びにつながると考える．

学生は「教えてもらう」という受け身ではなく「自ら学ぶ」姿勢を心がけ，教員はこれら

の知識や技術を習得することで自信に繋げられるような授業展開が求められる． 

 
注釈 
注 1）乳児とは，1 歳未満児児童福祉法第 4 条第 1 項では「生後 1 年未満の者」と定義され

ている 9）． 
注 2）一般的には出生から満 1 歳に達するまでの 0 歳児をさすが，保育所保育において「乳

児保育」というと，0 歳～3 歳未満児を対象にして呼ぶことがほとんどであるため，本稿

では，0 歳～3 歳未満児を乳児と表記することとする． 
注 3）乳児保育 II の授業は 1 年次学生を 3 クラスに分けて授業を行っており，3 クラスとも

乳児保育 II の 14 回目の授業で質問紙を配布した． 
注 4）乳児を保育する上で必要な知識や技術に関する以外の記述，時間に余裕を持って行

動する，掃除の仕方を学ぶ，清潔な服装に心がける等の 14 件の記述は省いた． 
注 5）保育者とは，「幼稚園や保育所で直接子どもの保育にたずさわるものについての共通

の働きに共通した言葉」9）である．本学においては，保育士・幼稚園教諭の養成を行っ

ていることも踏まえて，幼稚園教諭・保育士を指す言葉として保育者と表記する． 
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